すす 


半 と 肖 林 は 時 衣 な ゲー ム の っ で て ナ ー 和 の 方 で る 、 指し 進め て いく こ - と に ュ が 
先 を 半 む カ を 基 う こと が で きま す 。 また 、 勝負 する 楽し き と 同 時 に 、 夫 め に 「 お 願い し ま す | 、 が 決ま っ た ら 負 けた 


み が 「 負 け ま し た ] と いう 和 係 を 教わる こ と も 天功 で す 。 この 調 品 は 、 初め て 音 朱 や 囲 基 に 航 れ る お 子 き ま の た め に 、 
北 コ マ や 基 右 を 合う ジー ム 東 た 人 きん 入っ て て いま すず 械 コマ に は 動き 方 が 書い て ある の で 、 な か な か ヵ か 党 を る の の が 


た い へ ん し ょ 


SI 理解 で きま す 
て 男 基 は 右 取 り ゲー ム か ら 夫 ゆめ て 信 ま し ょ 2。 革 け て ミニ ミニ 男 基 、 守 自 と 、 ステ ッ プ アッ プ し て 旧 基 を 業 し 
pc EteS る よう に な っ て いま た 類 枢 と 画 基 ほ 、 と て も 自 の 深い ゲー ム で 和 棋 まで 直 味 が まとい う 入 は 
、。 なく 〈 あ り ま せん 。 私 も その 一 人 で す 全部 で 204 移 天 の ゲー ー ム が 入っ て いま す の で 、 ご 家 疾 みな さき さん で 楽し ん で いた だ 
\- けれ は キキ い で た で の 、 卸 子 で ぬき 合っ て 磨 負 し て くだ さい 。 * 


さす し ょ う ぎ さぶ きゅう 
019) より 王 段 。 RE 0RBSEHO 


] 1 1 [びょん び 時 4 3 


る U ょ う お うし ょ う 


|  ※ 玉 特 コ 人 な 旋 る こと か で きま せん = 
還 人 車 (ひし スウ うと と 3 し 3 


うたう 「 PEDTZPrTm 3 
時 び が ひし ゃ : ウラ C 訂 び 方: りゅう 


「 3 


6 呈 B P 己 Pr 


の 


= 


5 FPSEIW5 ど 5 | 4" ri ひ た ・ @ ウ RTSS5 還 
〇 呼び 方 : : き ょ うし ゃ [ウラ も 


















この 度 は 、 社 製 品 を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 氏 社 
で は 、 よ り 良 い 製品 を お 届け する た め に 、 常 に 研究 ・ 改 良 を お こ な っ て お り ま す 。 
その た め 、 生 産 ロ コッ ト に より 多少 仕様 が 異な る 製品 が ご ざい ます が 、 ご 了承 くだ さい 。 
品質 に は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 お 気づき の 点 が ご ざい まし た ら 、 下 記 ま で ご 
連絡 くだ さい 。 

〒300-4193 茨城 県 土浦 市 藤沢 3647-5 


(株 ) エ ボッ ク 社 お 客 様 サー ビス セン ター TEL 029-862-57689 


(電話 番号 は 間違い の な いよ う 、 よ く 確 か め て か ら お か け く だ さい .) 
[電話 受付 時 間 ] 月 金曜 日 ( 祝 ・ "日 太 び 罰 和 休日 を 除く ) 10 時 12 時 、1 3 時 1 = 


it 


ラ え も ん 商品 の 情報 は 、 ホ ー ム ペー ジ で ご 覧 頂け ます 


開 征 工 相 リプ 社 
W 東京 都 台 東 区 駒形 - ら - ら 


@⑥2014 EPOCH CO.,LTD. MADE IN CHINA 








エポック 社 の ド : 


_ 調 


〇 Fujiko-Pro, Shogakukan, TV-Asahi, Shin-ei, and ADK 


一 


デー ニキ ub シ k く ント uu アニ テニ mm oma 





④ ひ みつ 道具 カー 和 ・ 











つ 上 は と れい 


we ビ 有 


特 概 く すし ・ SKK い tcs ページ @ 石 と り ゲ ー ム ・ ・・11 ペ ベー ジ の 夏 Hp 推理 ゲー ム ・ ・・・25 ペ ベー ジ 
ごち 3。 ・ 1 ペー ジ @ ミニミニ 還 基 ・・13 ペ ー ジ @ ひ みつ 道具 すご ろ ye ee = 之 / ペ ー ジ 
@ お 撤 和 要 ま o < = * き ペー ジ 人 @ 力 路 囲 碁 ・・・・・17 ペ ベー ジ @ ひ みつ 道具 ゲッ ト ! ゲー ム ・・28 ペ ー ジ 
@ は さ み 特質 ・・・・4 ペ ー ジ 。  @ リ バー シ ・・・・・19 ペ ーッ ひみ つ 導 上 ぃ ・・・s29*ー 
@ 歩 な し 将 棋 ・・・・・5 ペ ベー ジ @ リ バー シバ スル ・ ・20< ぐ -: @⑯ ひ みつ 道具 囲碁 ・ ・29 ペ ベー ジ 
@ 抽 根 ・・ 0 ・9 ペ ベー ジ @ 中 目 並 べ ・ を ・ 22 ペー ジ @ ひ みつ 導 具 き & リ バー シ ・・・ 了 0 
@ ミ ニ ミ ニ 将 要 し ・・10^ー 五目 並べ 人 高橋 和 上 きん に つい て ・ ・ 裏 表紙 














だ い 
ゲー ム 全 . 1 者 部 呈 箱 ・・・1 旬 0 
用 。 まい に * 二 " 作 " 吉 1 
@ 将 模 コ マ ・ oo 電 琴 の < か 計 | 移 」 
(王将 x1、 ヨ 玉 笠 x1、 飛 飛車 X2、 角 行 2、 金 持 x4、 - 9 
きん し ょ う 












に AM x4、 桂馬 X4、 香車 X4、 歩兵 X18) 
⑥ 碁 石 (リバ ー シ コ マ ) ・ ・ ・72 人 
・16 枚 
⑯ ゲ ー ム シー ト ( 需 面 ) ・ ・・2 枚 
※ 取 扱 説明 書 ・ ・・1 部 (本 紙 ) 

※ ゲ ー ム を 始め る 前 に 、 ひ みつ 追 具 


カー 村 陣 (幸い で can ーー 





せい ひん 


製品 と 人 、 イ ラス ト は 一 部 異な る 
Seopr 


| 丸 太 上 級 (じょう きゅう ) 
の 
ころ が めやす 


(SS SS ニ ーー 
ごく) 






き 本 MSDN 
Wo 3 すず ム 読み く だ さい 。 い 。 


ゃ 1 部 8 品 が あり ます 。 斉 飲 ・ 放り ます の で sci 交 和 細 
いで くだ さい 。 = 





し よう じょう ちゅ うし 


_ (使用 上 の 注意 ) 
@ 琉 失 、 科 、 変形 を どの 原因 に な り ま す の 


と ' 人 ー ム 台 な ど に 、 無 理 な 力 を 加え な い 
@ 肖 月 人 上 全便 の で 前 は す さ に 拘 て て くだ さい 。 半 前 近 を 記 か 6 邊 っ た り 名 で くだ さい 。 





を 紋 っ た り し な いで くだ さい 。 団 息 する 恐れ が あり ます 。 
@⑯ カ ー ド を 切り 取っ た あと の クズ は 捨て て くだ さい 。 
@ 率 みつ けた り 、 た た いた り 、 落と す な ど 導 暴 な 取扱 い は し な いで くだ さい 。 
し し @ 半 ん だ 後 は 、 床 な ど に 放置 せ ず 、 3 未満 の 子 様 の の 届か な い 所 に 人 し て くだ さい 。 / 


| @ 高 温 、 多 混 の 場所 や 直 身 日光 が 当たる 場 
所 で の 使用 や 保管 は 和 わな いで くだ さい 。 

| 人 @ ゲ ー ム ン ー ト に 反り な ど が ある 場 合 は 、 軽く 
手 で 曲げ る な ど し て か ら 遊 ん で くだ さい 。 













し ょ う 『 
8 _ 将 視 くず し 文 ( 拉 弧 結 ) 席 -4X 肖 
山 に な っ た 特 棋 コマ を 、 増本 で 昔 が 鳴ら な いよ うに 自分 の 伺 地 まで ひき 1 
ずっ て 運ぶ ゲー ム で す 。 ー 番 多く の 将棋 コマ を 運ん だ 人 の 勝ち で す 。 


ゲー ム 台 、 ゲー ムシ ー ト 「 持 梓 く ず し 」、 将棋 コマ 40 枚 








用 意 す る も の 
図 ① 
CE 半 ゲー ム の 準備 に ーー トニ ーー ンー で そつ の 
① ゲ ダー ム を お き 、 その 上 に ゲー ム ムシ ー ト 「 将 根 く ず し 」 を お きま す 。 
⑧ ゲ ー ム シー ト の 中 央 に 、 両手 で 将棋 コマ の 山 を つく り ま す 。 


くず れ て し まっ た 特 棋 コ マ は 山の上 に 重ね ます 。 6 ① 
③ ジ ャ ン ケ ン な ど で 有 順番 を 決め 、 好き な 角 (陣地 ) を 選び ます 。 


ゲー ム の スタ ー ト 男 還 昌 還 昌 昌 昌 昌 還 還 是 記 ③ 


① 一 番 の プレ イヤ ー は 1 本 の 指 を 使っ て 、 拍 棋 コ マ を ゲー ムシ ー ト 上 を 
すべ ら せ る よう に 自分 の 陣地 まで 運び ます 。 

② こ の と き 、 音 が 鳴ら ず に 自分 の 陣地 まで 運ぶ こと が で きた ら 、 
将棋 コマ を 取る こと が で きま す が 、 「 カ チッ ]」 と 音 が し た ら 和 失敗 と な り 
将棋 コマ を 取る こと が で きま せん 。 ( 図 | Ss < 
※ー 度 に 運べ る 特 根 コ マ の 数 に 抽 限 は あり ませ ん 。 重なっ て いる コマ を 一緒 に 宮 こと も で きま す 。 

⑬ 矢 敗 する まで 何 個 で も 続け て 取る こと が で きま す 。 失 販 し た ら 、 その 将 横 コ マ を その まま に し て 、 次 の 人 に 須 番 が 移り ます 。 


(《④ ゲ ー ム シー ト 上 の すべ て の 将棋 コマ が 無く な っ た ら 、 クー ム 旨 で 一 多く 和 机 コマ を 取っ た 人 勝ち と な り ます 。 
し ょ よう 


6 5 まわ ウ 特 : 根 の 
> 持 根 角 の 外側 の マス を ぐる ぐる 回 りな が ら 、 歩 か ら 玉 ( 王 ) まで 成り 上 が る 
すご ろく 出 ゲ ー ム で す 。 


ふた り 








ゲー ム 台 、 ゲ ー ム シー ト 「 まわ り 揚 」、 移 概 コマ 


(| 金 」 メ 4 枚 、[ 歩 香 村 」[ 銀 l 角 」「 飛 | 玉 ( 王 )」 メ 人 数 分 ) 
※「 衣 「 飛 」「 玉 ( 王 )」 が 足り な いと き は 代わ り に 「 歩 」 を 用 意 する 。 





の 財 還 ゲー ム の 準 1 回 還 計 EIC 

① ゲ ー ム 台 を お き 、 そ の 上 に ゲー ムシ ー ト 「 ま わり 移 棋 」 を お きま す 。 
⑨⑥ ジ ャ ン ケン な ど で 順 革 を 決め 、 すき な 角 の マス を 選び ます 。 E ーー ーー 宮 | 
③[ 歩 「 審 」「 桂 l「 銀 」[ 角 ]「 鐘 「 玉 ( 王 )」 を ゲー ム 台 の 溝 に 自分 の 方 に オモ テ が | 瞬 上 ーー 1 / 
向く よう に 並べ ます 。「 釜 」4 枚 は サイ コロ の 代わ り と し て 使い ます 。( 箇 ①) | 肌 -(4X フ レ ィ o 能 )| 上 
※「 骨 」 「 飛 」 「 主 ( ま )」 が 足り な いと き は 、 代わ り に 歩 を 並べ ます 。 | トト エエ イイ トト 部 
④ 手 持ち の 「 歩 」 を 自分 の 選ん だ 角 の マス に お きま す 。( 図 ) ( 司 ト ーー トト トリ m 財 





ピー 
5 供 。。 
いい ーーーーーーー プ 
* 


| 
り 


| 品目 ([ 警 」 の 久 え 壇 ) に つい て 





_@「 お ん ぶ 」 に つい て : 
方 (初級 編 )・2 人 4 人 用 








くら い か が かい きゅう 


@ 抽 税 コ マ の 位 (階級 ) に つい て : 
「 香 」 


次 の 順番 で 将棋 コマ の 位 (階級 ) は 上 が っ て いき ます 。 


[ 押 





[ 骨 









ま 





まわ り 将 棋 で は 、「 金 」4 枚 を 振っ て 、 進 め る 数 を 決め ます 。 


〇 オモ テ 1 枚 …1 マ ス 〇 ウラ 4 枚 …3 ら マス で 1 障 紋 四 格 
〇 オモ テ ら 枚 … ら マス 。 〇 ヨコ 立ち …1 枚 に つき 5 マス 

〇 オモ テ 3 枚 …3 マ ス 。 〇 タテ 立ち …1 枚 に つき 10 マ ス 
〇 オモ テ 4 枚 … 1 6 マス 〇 逆立ち … -3 階 昇格 


@「 か さ な り 」 に つい て : 
「 金 」 を 振っ て 「 金 」 同 士 が 重なっ た 】 合 人 
次 の 人 に 順番 が うつ り ます 。 

※ 寄 りか か りや 、 ゲー ム 台 上 の 他 の 将棋 コマ の 上 に 重なっ た 場合 も アウ ト と な り ま す 。( 図 ③) 

@[ 飛び 出し 」 に つい て : ig 記 
「 金 」 を 振っ て 、「 金 」 の どれ か 1 枚 で も ゲー ム 台 か ら 落 ち て し まっ た 場合 、 
アウ ト と な り 進 お むこ と が で きま せん 。 次 の 人 に 順番 が うつ り ます 。( 図 ④) 

※ ゲ ー ム 台 か ら 特 棋 コ マ が は み 出 し て も 、 完 全 に 落ち な けれ ば アウ ト に は な り ま せん 。 











他 の プレ イヤ ー と 同じ マス に 止ま っ た と き に 、 そ の プレ イヤ ー の 将棋 コマ の | 
位 が 自分 の 将 根 コ マ よ り も 上 の 場合 、 「 お ん ぶ 」 し て も ら う こと が で きま す 。 
「 お ん ぶ 」 を し て も ら う と 1 回 だ け 、 乗っ た 将棋 コマ と 一 緒 に 動く こと が で き 
ます 。( 正 ⑤) 軸 
※ 剛 じ 位 や 下 の 位 の 場合 、「 お 0 し て も まま は ox 電 「 金 」 が 立っ た り 、 
飛び 出し て ゲ ー ム 台 か ら 地 面 に 落ち て も その 指示 に 従い ます 。 
(の レヴ パッ クル を だ 当 3 。 め / 
〇 1 普 の か ら 「 生 を 2 科 和 ち お 、 ゲー ム 台 か ら 落 ちな いよ うに 振り ます 。 
出 た 目 の 数 だ け 自 分 の 「 歩 」 を 友 時 計 回 り で 進め ます 。 
⑨ 友 時 計 回 り で 順番 に 「 金 」 を 振っ て 、 自分 の 料 棋 コ マ を 進め て いき ます 。 1 財 
し て 自分 の 陣地 に 止ま る か 、 陣 地 を 通り 過ぎ れ ば 一 つ 位 が あがり ます 。( 図 ⑥) 
※ 角 で 止ま っ た ら 次 の 角 ま で ジャ ンプ する こと が で きま す 。 


じゅ ん い ] 
ゴー ル と 順位 に つい て 
① 位 が 上 が っ て いき 、 「 玉 ( 王 ) 」 に な っ て 一 番 先 に 一 財 し て 。 自分 の 陣地 を 
通り 過ぎ る か 、 止ま れ ば 勝ち と な り ま す 。 そ の 時 点 で ゲ ー ム 終了 と な り ます 。 
⑧ ら 位 以下 は 、 位 の 順番 で 決め ます 。 位 の 高 い 人 か らら 位 、 3 位 、 4 位 と な り ま す 。 
同じ 位 の 人 が いた 場合 、 自 分 の 陣地 か ら よ り 進 ん で いる 人 が 上 位 と な り ま す 。 










es ( 初 級 編 - 避 た り よう 


初 級 編 )・2 人 用 












な い よう 


6 二 き | 萌 ら 
自分 の 歩兵 コマ で 相手 の 歩 衣 コマ を は さ み 、 相 手 の 歩 評 コ マ を 取っ て いく ゲー ム で す 。 


se ゲー ム の 内 容 
お 互い に 将棋 コマ で お 城 を 作り 、 指 で 攻撃 用 の 特 棋 コ マ を その お 城 に 


向かっ て は じき 飛ば し 、 相 手 の 玉 ( 王 ) を 倒し た 方 が 勝ち と な る ゲー ム で す 。 先 に 相手 の 歩兵 コマ を 5 枚 取る か 、3 枚 差 を つけ た ほう が 勝ち と な り ま す 。 





| 吉 テー > = 
3X3 マ ス か ら は み 出 さ 
図 ① 3X3 マ ス か ら は み 出さ 







、 更 N 、。 。 を た し ょ う ぎ 。。 %0 ょ う 。 。 まい 
。 ゲー ム 台 、 ゲ ー ム シー ト 「 は さ み 和 将棋 」、 歩 兵 コ マ 1 8 枚 
じゅ ん び 
| @ 画 ゲー ム の 準備 | 
① ゲ ー ム 台 を お き 、 そ の 上 に ゲー ムシ ー ト 
「 は さ み 和 将棋 」 を お きま す 。 ' 
⑥「 歩 兵 」 か 「 と 金 ] ど ちら に する か 決め 、 ゲ ー ム 台 に 並べ ます 。 
ジャン ケン な ど で 順 番 を 決め ます 。 


M だ い ろ し ょ う ぎ よう い 
ゲー ム 台 、 ゲ ー ム シー ト 「 お 城 提 根 」、 将 根 コ マ 40 枚 。  ' 
_ じゅ ん び 5 
ゲー ム の 準備 
① ゲ ー ム 台 を お き 、 そ の 上 に ゲー ムシ ー ト 「 お 城 将 損 」 を お きま す 。 
@ 下 撃 用 と し て 玉 ( 王 ) 以 外 の 好き な 特 棋 コマ を 1 枚 選び ます 。 
ee AM 
攻撃 用 の 将棋 コマ 以外 の 残り の 将棋 コマ を 使っ て 、 は み 出 な 
いよ うに 玉 ( 王 ) の 周り に お 城 を 作り ます 。( 図 ①) 
※ サ イズ が 大 きい 将棋 コマ を 攻撃 用 に 使う と 、 攻 撃 力 は 高く な 
り ま す が 、 そ の 分 お 城 を 作る 囲い が 詳 く な る の で 、 守 備 力 は 
下がっ て し まい ます 。 
④ 攻 撃 用 の 将棋 コマ を 自分 の 攻撃 エリ ア の どこ か に お きま す 。 
ジャ ン ケ ン な ど で 須 番 を 決め ます 。 
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| 展 有 基 | 
GO 


し 


デー 





の 計 還 ゲー ム の スタ ー ト | e 
① 先 の 入 か ら 自 分 の 将棋 コマ (以下 、 コマ ) を 動か し ます 。 
② コ マ を 動か す 方 向 は 、 前 後 、 左 右 の 方 向 に 、 好 き な だ け 動 か すこ と が で きま す 。 
た だ し 、 動 か す 方 向 に 自分 や 相手 の コマ が ある と き は 、 そ の 手前 の マス まで し か 進め ませ ん 。 
※ コ マ を 飛び こえ て 進む こと は で きま せん 。 
⑧ 自 分 の コマ を 動か し た と き 、 相 手 の コ マ を 、 タ テ ・ ヨ コ の どちら か で 「 は さん だ 
ら 相 手 の コ マ を 取る こと が で きま す 。 た だ し 、 相 手 の コマ の 間 に 自 分 の コマ を 進め た と き は 、 
相手 に 「 は さま れ た 」 こと に は な り ま せん 。( 図 ①) 
④ 自 分 の コマ と コマ の 間 に 、 相 手 の コマ が 何 個 あ っ 
て も 、 そ の 相手 の コマ を 全部 取る こと が で きま す 。 
、⑧4 つ の 角 に ある コマ は 、 ら 方 向 か ら 囲 め ば 、 
| め コ マ を 取る こ と が で きま す 。( 図 @) 
⑥ ナ ナメ 方 向 に 挟ん だ と き は 、 相 手 の コマ を 取る 
こと が で きま せん 。 | 
の 相手 の コマ を 5 枚 取 る か 、3 枚 差 を つけ る か 、 
相手 の コマ を 囲ん だ り し て 、 動 か せる コマ を 
な くし た ら 勝 ちと な り ま す 。 





m し 

上 < vd 2 人 が 
フジ 6 8 
3 ト - 上 に | 





「 ダ 


し ょ う は い .. 症 計 
の 革 還 ゲーム スタ ー ト と 勝敗 画 
① 最 初 に 攻撃 する 人 は 、 相 手 の お 城 を 狙っ て 、 選 ん だ 1 枚 の 
特 桂 コマ を 指 で は じ く よ うに し て 飛ば し ます 。( 四 の 
②④ お 城 と し て 囲っ て いた 将棋 コマ が は じ け と ん だ ら 、 は じ け と 
その と き 、 到 撃 用 に 使用 し た 特 棋 コ マ 1 枚 は も う 一 度 自分 の 
手元 に 戻し ます 。(④) | 
⑥ 攻 守 交 代 し て 攻撃 する 人 は 、 同 じ よ うに し て 相手 の お 城 を 
④①~-⑧ を 繰り 返し て 、 守 備 側 の 玉 ( 王 ) が ゲー ム 台 か ら 落 ちる 
か 、 ゲ ー ム 台 の 上 に 完全 に オモ テ か ウ ラ が 着 し \ た 状態 に な る 


と ゲー ム 終 了 と な り 、 攻 撃 側 の 人 の 勝ち と な り ます 。( 図 ④) 3 喝 会 取っ て すぐ に 勝 人 り て 
ま 條 ※9 枚 差 が つい た 場合 、 取 っ て すぐ に 勝負 が つく の で 


は な く 、 相 手 が 次 の 番 で すぐ に コマ を 取り か え し 、 
3 枚 以上 の 差 が な く な れ ば 勝ち に は な り ま せん 。 


自分 で オリ ジ ナ ル の 陣形 を 作っ て 、 強 い お 城 を 築 こう ! 


を 








し ょ う 


な ゆら 失 汰 SA 


旧 ( 員 紋 引 ).2 3 崩 








全て の 歩 紅 を 取り の ぞい た 卑 根 で す 。 [成る 」 [取る 」 な ど 特 横 の 芸 し さ を 簡単 に 味 わ 
えま す 。 歩兵 が いな いた め 、 いき な り 飛 車 骨 行 、 香 車 で 相手 の 陣地 に 入り 込み 

成る こと が で きま す 。 和 将棋 コマ の 動き を 覚え る の に 最適 な 将 根 で す 。 

また 、 将棋 は ゲー ー ム で す が 、 礼 剛 や マナ ー が 大 切 で す 。 始め る と き は お 滞 い に 向き 合 
っ て 「 お 願い し ます 」 と 軽く 頭 を 下げ て か ら スタ ー ト し ます 。 ゲ ー ム が 終了 じ た と き 


は 、 負け た 人 は いさ ぎ よ く [負け ま し た 」 と 頭 を 下げ ば まし ょ う 。 











突 際 の 料 根 で は 自信 の - 番 前 に 、 歩 衣 が 1 列 に 並ん で 図 ① 
いて 、 敵 の 攻撃 を 守っ て くれ る と 同時 に 、 自 分 の 持 
コマ を 動か す と き に 壁 に ちな っ て 」 し まい 、 な か な か 
相手 の 陣地 に 攻め 込 お こと が で きま せん 。 

歩 な し 将棋 は 、 い き な り 相手 の 特 棋 コ マ を 取っ た り 、 
相手 の 陣地 に 飛び 込ん で 成っ た と り 、 取っ た 特 棋 コ マ を 
大 胆 に 打っ た り 、 す ぐ に 王手 で きた り する の で 、 

は じ め て 将棋 を する 子ども で も 和 将棋 が 体感 し や 

ます 革 な - き て いま す 。 ( 図 ① 

歩 な し 特 模 で 遊 ん で 、 将棋 の ルー ル や 料 棋 コ マ の 

動か し 方 を 覚え て いき まし ょ う 。 
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HE 


将棋 コマ (以下 、 コマ ) に は 、 コマ の 名 前 と 動き 方 が 描か われ て いま す 。 
描か れ て いる 名 前 は 全て 正式 名 弥 で す 。 
ー 骨 的 に その コマ を 呼ぶ と き は 、 了 弥 を 使い ます 。 

※6 ペー ジ の 「 コ マ の 呼び 方 と 動き 」 を 参照 し こく だ さい 。 

また 、 コ マ は 描か れ て いる 矢印 に 従っ て 動か し ます 。 

4 この 商品 で は 、 コ マ の 動き は 覚え な も 遊べ ます が 、 

遊ん で いく うち に 覚え る こと が で きる よう に な っ て いま す 。 
矢印 の 違い で それ ぞ れ コマ の 動き も 変わ り ます 。 





お 








| 秋 ろ 側 に 進む 








| cpps 骨 csocs 
、 方 が 異な る だ け で 、 同 JNN | 


ば ん めん じょう Ps 


| 盤面 上 で boa に と こ ょ で So こと が で き 
ます 。 た だ し 、 他 の コマ が いる 場合 は 飛び こえ る 
ンマ 寺 こと は で きま せん 。 


左右 と 後ろ 以外 の ど こ か に 1 マス 進む こ と が 
で きま す 。 


ば ん めん じょう まえ 


ee 
こと は で きま せん 。 





5 に LE し LN EN 
[ 硬 本 雀 本省 史明 中 思 当 本 肖 思 中) 
に LMEL 4 ルル | 


コマ 


こと が で き 
トペ ee 
| こと は で きま せん 。 


| 横 に 1 マス 進み 、 さ ら に 前 に ら マ ス 進む こと が 
| で きま す 。 他 の コマ が 前 に 5 あっ て も 隊 び こえ る と 


前 前 に 上 マス 進む と - と が で きま す 。 
後ろ 側 に 進む こと は で きま せん 。 








し ょ う ぎ ほん し ょ う ぎ つか 





ます l 





自分 の コマ の うち どれ か 1 つ を 描か れ た 矢印 の 向き に 動か し ます 。 動 か すこ と を [指す 」 と 呼び ます 。 
その と き 、 進め た い 場所 に 自分 の コマ が あれ ば その 手前 まで し か 進め ませ ん 。 
た だ いし. 桂馬 は 他 の コマ の 上 を 通 周 し て 進め ます 。 





相手 か ら 取っ た コマ を 「 持 ち 生 」 と 呼び 次 に 自分 の 順 療 た な っ た と き に 、 自分 の コマ と し て 盤面 に お く こ と が 


宮 きま す 。 空 垂 い て いる マス で あれ ば 好き な 場所 に お く こ と が で きま す 。 

これ を 「 打 つ 」 と 呼び ます 。: ※ た だ し 次 に 行き 場 が な いと こ ろ に コマ は 打 て ま せん 。 
伸 0 ペー ジ の 「 禁 じ 手 」 を 参照 し て くだ さい 。 

また 、 コマ が 成っ た 状態 (コマ の ウラ ) で 打つ こ と は で きま せん 。 

相手 の 陣地 に コマ を 打ち 、 次 の 順番 で その コマ を 動か せ は ば 、 成る こと が で きま す 。 





自分 の コマ が 相手 の 陣地 に 入っ た 場合 、 成 る こと が で きま す 。 

成る 場合 、 コマ を ウラ 返し に し ます 。 

※ 成 ら な く て も か まい ませ ん 。( 図 の ) 

移動 範囲 が 広がっ を 夫 、 人 金 と 動き が 同 じ に な っ た り と 、 コ マ の 
種類 に よっ て 進化 し た 動き 方 が で きる よう に な り ま す 。 

成る と 名 称 が 変わ り 、 前 の コマ に は 戻る こと が で きま せん 。 

また 、 ま () と 金 は 成る こ と が で きま せん 。 

相手 の 陣地 に いる コマ が ] マス で も 動け は ば 、 成る こ と が で きま す 。 
後ろ に 動い て 相手 の 陣地 か ら 出 て も 成る こと が で きま す 。 





の と りさ ゴク 三代 4 ク ) 49 め > 更 ジ 
コマ の ウラ 件 に は 、 そ の コマ の 成っ た と き の 正 式 多 弥 と 矢 包 か 描か れ て いま す 。 
失 軒 の 造 い で それ ぞ れ コマ の 動き も 変わ り ます 。 


いっ ば ん 


一 般 的 に 成っ た コマ (コマ が ウラ を 向い た 状態 ) を 呼ぶ と き は 略称 を 使い ます 。 


RW 2 良 持 (きん し ょ う ) の ウラ 念 福 馬 ( け いま ) の ウラ @ 和 車 (きよ うし ゃ ) の ウラ @ 歩 兵 ( ふ ひょう ) の ウラ 








と 金 (と きん ) 


E( り 6 絡ん 
た だ に よ か た 間際 - よ か た 
O 還 び 方 : り ゅ う O 革 方 : う ま  O 攻 び 方 : な りき ぎん 〇 呼び 方 : な おり けい 〇 呼び 方 : お りき よう 〇 呼び 方 : と きん 


きき ※ 玉 ( 王 )、 釜 は 成る こと が で きま せん 。 よっ て ウラ 側 に は 何 も 描か れ て いま せん 。 


龍王 (りゅう お う ) 龍馬 ( り ! ゅ うお) 成 銀 ( な り ぎ ん ) 成桂 (な り け い ) 
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E W 
ゴ ( 
脳 国 癌 是 引 園 較 用 国 記 


| ト 導 





きん お な 


釜 と 向 じ 動き に な り ま す 。 





次 の 自分 の 順番 で 、 訂 ( 手 ) が 取れ る 状態 に する こと を 「 王 手 」 と いい ます 。 相手 は 王手 を か けら れる と 、 
玉 ( 手 ) を 動か し た り 、 他 の コマ で 壁 を つく っ た り 、 相 手 の コ マ を 取っ た り し て 、 玉 ( 王 ) を 取ら れ な いよ う 
に し な けれ ば な り ま せん 。 0 の 

どう し て も 逃げ られ な いり 場合 は 「 詰 み 」 と な り 、 玉 ( 王 ) を 追い つゆ た 人 が 勝ち と な り ま す 。 


ゲー ム の 準備 
Q 〇 ゲー ー ム 台 を お き 、 の.EIG が ムジ ー ト 「 歩 な し 特 棋 」 を お きま す 。 [ 
@5 ペ ー ジ の 図 の の よう に コマ を 並べ ます 。 
※ 陣 地 : 自分 の 陣地 は 一 番手 前 か ら 3 役目 まで で 、 相手 の 陣地 は 奥 か ら 3 役目 まで で す 。 
⑨ ジ ャ ン ケ ン な ど で 順 番 を 決め ます 。 先 に コマ を 動か す 人 を 「 先 手 」、 後 か ら コ マ を 動か す 人 を 
[後手] と いい ます 。 


ゲー ム の スタ ー ー ト 暫 3 


や じ る し 。 し た が と コト いう 
先手 と 後 で 、 描か れ て いる 矢 に 従っ て 交互 に コマ を 動か し ます 。 取っ た コマ の お き 場 所 


② 相 手 の コ マ が いる マス 目 に 自分 の コマ を 進め た と き は 、 相手 の コマ 


を 取る こ と が で きま す 。 そ し て ヽ 相手 の 2 マ が あ ちら た と ろ に 自分 の / 思 豆 思 ! 時 思 5 | 
> ! 記 に 上 
| 


















ea | | 
im -ーー 国選 に 
ーー 略 | | 回 画 加 回 
③ 取 っ た コマ は お 互い に ゲー ム 台 の 右側 へ お きま す 。( 図 ③) 導 | 思 居 過 


次 か ら の 自分 の 順 間 の と き に 、 そ の コマ を 好き な と ころ に 
打つ こと が で きま す 。 | 

④ 交 < 互 に コマ を 動か し て いさ 、 どちら か が 王手 し て 、 も う 一 方 が その し 
王手 を 防げ な く な る と 勝ち と な り ま す 。 


も ニーーーー エ 





Es 上 級 編 ) ぬ た だり よう 
&E WW 人 全文 ( 潤 結 .2 削 





将棋 コ マ を 交互 に 動か し な が ら 最 終 的 に 、 析 手 の 宇 ( 竹 ) を 取る ( 放 
また 、 歩 な し 将棋 と 同じ よう に 、 始 め る と き は お 宮 い に 向き 合っ て 「 お 願い し ます 」 と 軽く 頭 を 下げ て か ら 
スタ ー ト し ます 。 ゲ ー ー ム が 終了 し た と き は 、 負け た 人 は いさ ぎ よ く [負け ま し た 」 と 頭 を 下げ ま し よう 。 


りん と が で きれ ば 勝ち と な る ゲーム ら で す 。 





① ゲ ー ム 台 を お き 、 そ の 上 に ゲー ムシ ー ト 「 移 横 」 を お きま す 。 


② 特 根 コ マ (以下 コマ ) を 並べ ます 。( 図 ①) 手 
※ 隊 地 : 自分 の 陣地 は 一 番手 前 か ら 3 段 目 まで で 、 相手 の 陣地 隊 ! 
は 奥 か ら 3 段 目 ま で で す 。 地 


⑨ ジ ャ ン ケ ン な ど で 順 益 を 決め ます 。 先 に コマ を 動か す 人 を 
「 先 手 」、 後 か ら コ マ な 動か す 人 を [後手] と いい ます 。 

※ 振 り 駒 で 先手 を 決め る 方 法 も あり ます 。 
どちら か ーー 方 か 歩兵 を 5 枚 振っ て 、「 歩 兵 」 側 が 多く 出れ ば 、 
その 人 が 先手 と な り ま す 。 

「 と 金 」 側 が 多けれ ば 、 そ の 人 が 後手 と な り ま す 。 


の 馬 ゲー ム の スタ ー ト 回 還 昌 還 昌 昌 昌 昌 間 間 昌 昌 間 昌 昌 昌 昌 昌 昌 昌 還 還 ③ 

先手 と 後手 で 、 コマ に 描か れ て いる 矢印 に 従っ て 、 交 互 に 
コマ を 動か し ます 。 

② 相 ま の コマ が いる マス 自 に 自分 の コマ を 進め た と き は 、 
相手 の コマ を 取る こと が で きま す 。 そし て 、 邊 手 の コ マ が 
あっ た と ころ に 自分 の コマ を お きま す 。 

⑨ 取 っ た コマ は お 旨い に ゲー ム 台 1 の 右側 へ お きま す 。 ( 函 @) 
次 か ら の 自分 の 順 益 の と き に 、 その コマ を 好き な と ころ に 
打つ こと が で きま す 。 

④ 区 互 に コマ な 動か し て いき 、 ど ち ら か が 王手 を も しそ 。 
も う 一 方 が その 王手 を 防げ な く な る と 旧 ち と な り ま す 。 


。 ' ば し ょ 
取っ た コマ の お き 場 所 


















放 じ 手 は 4 穫 あ り ま す 。 義 じ 手 と は 設 骨 の こと で 、 次 の よう な 
場合 に は コマ を 打つ こと が で きま せん 。 


科 六 (前 後 の マ スー 多 ) に 自分 の 歩 を 2 枚 お く こと は 閑 じ 手 で す 。 
た だ し 成っ た 「 と 金 ] で あれ ば 二 歩 で は あり ませ ん 。( 図 ③ 

@ 行 き 所 の な い コ マ : 
次 に 行き 場 が な いと ころ に コマ を 打つ こと は 禁じ 手 で す 。 
特に 図 の よう に 禁 馬 符 車 、 歩 の 3 種類 の 打ち 方 に は 気 を 
つけ まし ょ う 。( 図 ④) 

@ 打 ち 歩 詰め : 
持ち コマ の 歩 を 打っ て 、 相手 の 宇 ( 和 ) の 送 け 場所 が な く な り 、 
詰 ん で し まう こと は 禁じ 手 で す 。 ( 図 ⑤) 

@ 二 日 手 : 
対戦 する 8 人 が 同じ 手 を 繰り 返す こと は 、 寺 日 手 と 呼ば れる 


禁じ 手 で す 。 同 じ 手 を 4 虚 繰 り 返す と は じ め か ら や り 直 し と な 


り ま す の で 、 注 意 し て くだ さい 。 


=ーー 虹 廊 文 (中 級 編 )・2 入 用 
) 5x5 マ ス で 遊ぶ 特 棋 で す 。 盤面 が 小さ く コマ の 数 も 少な い の で 、 短 い 時 間 で 
了 和 | 押手 の ( 王 ) を 取る ( 詰 む 「 の Crdfuib2ikb ま 
し ょ う 。 

(「 上 」 「 問 」 [人 LT 信 T 間 | [ 下 的 」 X っ 税 ) 
ここ じゅ ん び 
ゲー ム の 準備 早計 生 電 記 SS 
① ゲ ー ム 台 を お き 、 そ の 上 に ゲー ムシ ー ト 「 ミ ニ ミ ニ 料 棋 」 を お きま す 。 想 * | 

中 央 に ある 、 、 太 線 で 囲 われ た と ころ (5x5 マ ス ) を 使い ます 。 
@ 料 棋 コ マ を 並べ ます 。( 図 ①) 
③ ジ ャ ン ケ ン な ど で 順 番 を 決め ます 。 


C 画 ゲー ム の スタ ー ー ト 較 半 3 


ゲー ム の ルー) い コマ の 動か し 方 は 「 将 要 ] と 同じ で す 。 
た だ し 、 自分 の 陣地 は 一 番手 前 の 1 段 目 だ け で す 。 
交互 に コマ を 動か し て いき 、 ど ち ら か が 王 手 を し て 、 

も う 一 方 が その 王手 を 防げ な く な る と 勝ち と な り ます 。 

















2 


IS 半 ERR 


石 を お いて は いけ な い 場 所 が あり ます 。 それ は 、 、 石 を お く と 自分 の 石 の 上 下 左右 が すべ て 囲 われ て し まう 
場所 (取ら れる こと に な っ て し まう 場所 ) で す 。 下 の 図 で 、 黒 は X の と ころ に 石 を お け ま せん 。 ( 函 ⑧) 







う へ ん 避 た り よう 


= 詩 誠 | ( 初 級 編 ) 2 人 用 













囲碁 に は 「 失 の 涯 の 肖 り を 負う と その 千 を れ る 」 と いう ルー ル が あり ます 。 この ゲー ム で は 、 その ルー ル を 
人 っ て 取 り 導 び を し ます 。 「 ミニ ミニ 囲碁 」 の 前 に 、 「 石 と り ゲ ー ム 」 で 石 の 取り 方 を 覚え まし ょ う 。 








えい 剛 族 で 箇 わ れ た と ころ を 向い ます 。 

の ヨコ に 6 本 ずつ の 線 が あり ます 。 

碁 石 は 、 線 と 線 が 交差 し た と ころ ( 点 ) に お きま す 。 

一 秋 外側 の 、 太い 県 線 の 部 分 に も 石 を お く こと が ! で きま す 。 






で も 、 の に も 央 が あっ た ら 、 





上 の 図 で は 、 業 は の 








自分 の 須 番 で 好き な 点 に 石 を お く こ と が で きま すか が 、 すでに 明 入 い 時 有 で 師 わ れ た ee 六 に 弧 が 有 差 し と ころ に を お け ませ ん 。 X に お け ま す 。 
生か お か れ て いる と ころ に 重ね て お く こ と は で きま せん 。 ( 図 ①) と ころ を 使い ます た と ころ ( 点 ) に お きま す それ で は 「 石 と り ゲー ム 」 を や っ て み ま し ょ う ! 


トド 


相手 の 石 の 上 下 左右 の 点 を すべ て 自分 の 石 で 囲む と 、 相手 の 石 を 取る こと が で きま す 。 () 


ゲー ム の 準備 | 


① ゲ ー - ム 台 を お き 、 その 上 に ゲー ー ム シー ト 「 石 と り ゲー ム 」 を お きま す 。 

@ 暮 石 を ひと まとめ に し て 、 ゲー ム 台 の 横 に お きま す 。 石 を お く と き は 、 
この 山 か ら ひと つ ず つ 取 り ま す 。 

ジャ ン ケ ン な ど で 、 どちら が 県 石 の 面 を 使う か 決め ます 。 黒石 の 面 に 
な っ た 人 は 、 、 石 を お く と き に か な ら ず 黒色 を 上 に し て お きま す 。 周 じ 
よう に 、 白石 の 面 に な っ た 人 は 、 、 か な ら ず 白色 を 上 に し て お きま す 。 

、 ※ 一 般 的 な 非 石 は 黒石 と 白石 が 別々 の 石 に な っ て いま す が 、 

「 この ゲー ー ム の 非 石 は 片側 の 面 が 県 石 、 反対 側 の 面 が 白石 に な っ て いま す 。 

④ 図 の の よう に 、 ゲー ムジ ー ト の 中 央 に 暮 石 を 4 つ お きま す 。 

※ ゲ ー ム に な れ て きた ら 、 中 央 に 碁石 を 4 えつ お か ず に 、 お 互い 好き な と ころ 
か ら は じ め て み ま し ょ う 。 


の 豆 ゲー ム の スタ ー ト 凍 遇 間 昌 記 WESC つ 


① 黒 石 の 人 か ら 先 に 、 盤 の 上 に 自分 の 厨 を な お いて いき ます 。 

@ 交 互 に 右 を お いて いっ て 、 先 に 相手 の 石 を 1 個 で も 取っ た 
人 が 勝ち で す 。 

③ ど ち ら も 、 ゝ も う これ 以上 若 を お け な い 状態 (大 を お け な い 
場所 し か 残っ て いな い ) に な っ た と き は 、 引 き 分 け で す 。 


ゲー ム の ヒン ト 


時 が 法 補 に お く と ころ は 、 次 の どちら か が 良い で し ょ う 。 
・ 相 手 の 石 を 取り に 行く と ころ ( 図 ⑥ 相手 の 石 を 取り に 行く ⑳ 自 分 の 石 を 取ら 
・ 自 分 の 石 を 取 られ に くく する と ころ ( 紗 ⑨) れ に くく する 














時 の 3 の | 還 1 ここ で 「 右 」 に 
白 が あり ます 白石 を お く と ・‥ 





和信 の 衣 肖 は 、 点 の ある と ころ だ け 男 む 取れ ます 。 (CO】 
相手 の 石 か 上 下 左右 の 点 を すべ て 較 お と 取れ ます 。 ( 図 ④) 











に re ちゅ うき ゅ う へ ん ふたり よう 
gw ブー 祥 ( 中 級 編 ).2 人 用 


ミミ 、 交互 に 暮 生 お いて いき 、 邊 分 の 用 で 負 ん だ 陣地 の 多い 方 が 勝ち に な る ゲー ム で す 。 
始め る と き は お 互い に 「 お 願い し ます 」 と 軽く 頭 を 下げ て か ら スタ ー ト し ます . 
ゲー ム が 終了 し た と き は 、 負け た 人 は いさ ぎ よ く 「 負 け まし た 」 と を 下げ まし ょ う 。 








2 ゲー ム 台 、 ゲー ムシ ー ト 「 ミ ニ ミ ニ 旧 、 碁石 36 個 
図 ① [ ha 


5 用 意 す る も の 








パ ルッ の 次 は 「 ミ ニ ミ ニ 囲碁] に チャ レン ジ ! 


「 ミ ニ ミ ー 闘 勘 ] は 、 小さ い 毅 で 遊ぶ 囲碁 で す 。 「 石 と り ゲ ー ム 」 の ルー ル も 使い ます の で 、 北 p 
ゲー ム 」 を 遊ん で か ら 「 ミ ニ ミ ニ 囲碁 」 に チャ レン ジ し まし ょ う 。 「 ミ ニ ミ ニ 団 碁 」 で は 「 大 と り ゲー ム 」 
と 同じ く ゲ ー ム シー ト の 中 央 に ある 、 、 太 い 黒 線 で 囲 われ た と ころ を 使い ます 。 .(①) 

に ヨコ に 6 本 ずつ の 線 が あり 、 、[ 六 路盤 ] と 呼び ます 。 「 ミ ニ ミ ニ 賠 碁 」 は 盤面 が 小さ い の で 、 

[: 九 路 囲 碁 」 よ り 簡単 に 遊べ ます 。 7 の 前 に 「 ミニ ミー 囲碁 | で 囲碁 の 遊び 方 を 覚え まし ょ う 。 El 』 


ューーー い 





ンーーー、 





too 
3 フーン の SERRERESHRSZpszaEE 
⑩⑪ ゲ ー ム 台 を お き 、 その 上 に ゲー ムシ ー ト 「 ミ ニ ミ ニ 囲碁 」 を お きま す 。 ーー 図ら 


⑨ 暑 石 を ひと まとめ に し て 、 - ム 台 の 横 に お きま す 。 石 を お く と き 
は 、 この 山 か ら ひと つ ず つ 取り ます 。 

③ ざ ジャンケン な ど で 、 どちら が 黒 若 の 曽 を 使う か 決め ます 。 

④ 図 @ の よう に 、 ゲー ムシ ー ト の 中 央 に 慕 石 を 4 つ お きま す 。 

※ ゲ ー ム に な れ て きた ら 、 中 央 に 碁石 を 4 つ お か ず に 、 お 互い 好き な 
と ころ か ら は じ め て み ま し ょ う 。 


ゲーム の スタ ーー MS 
' ① 黒 石 の 人 か ら 先 に 、 交互 に 自分 の 石 を お きま す 。 自 分 の 石 で 較 ん だ と ころ (陣地 ) が 点 数 に な り ま す の で 、 
お 宮 い 盤 の 上 に 線 を 引く よう に し て 石 を お いて いき まし ょ う 。( 図 ) 


陣地 を 広く 囲 えば 、 その 分 点数 が 増え ます 。 自 分 の 陣地 が 広く な る よう に 考え て 、 大 を お いて いき まし ょ う 。 
た と えば 黒 は 1 まめ を 図 の の よう に お く よ り 、 ai に [お いた 方 が 陣地 が 広がり ます 。 








じん ち ひろ 


黒 は 便 へ お く よ り .. の へ お いた 方 が 陣地 が 広がり ます 


@ 相 手 の 右 の 上 下 左右 の 5 点 (を すべ て 自分 の 石 で 囲む と 。 相手 の 石 を 取る こ こと が で きま す 。 
石 を 取る ルー ル は 「 石 と り ゲ ー ム 」 と 同じ で す 。 取っ た 石 は 、 点数 を 数 える と き に 使い ます の で 、 
b 数 が わか る よう に し て 横 に お いて お きま す 。 相手 の 取っ た 石 や 、 山 の 石 と 混ざら な いよ うに 
注意 し て くだ さい 。 1 


線 を 引く よう に 石 を お く 











し ゅ うり ょ う 


で 再 ゲー ム の 終了 RC が SR 


陣地 の 境界 線 が は っ きり する まで , ゲ ー ム を 続け ます 。 
図 の で は 、 まだ 境界 株 の 決ま っ て な いと こ ころ が あり ます 境線 が で きる よう ほ に 石 を お さま し よう 。 





に 
ここ は まだ 、 表 識 が 白 が ②⑨ へ ぉ < と 、 下 RE 中 ょ ⑨ へ ぉ uc、 境界 
は っ きり し て いま せん 線 が は つき り し ます お いた ら .. 線 を つく り ま す 。 


境界 線 が で き て 、 自分 の 石 を お く と ころ が も う 無 いと 思っ た ら 、 パス を し ます 。 

も し 自分 が バス を し て 、 その あと 相手 が どこ か に 石 を お いた ら 、 自分 も また 石 を おく こと が で きま す 。 
自分 が バス を し て 、 続け て 相手 も バス を し た ら 、 が ゲー ー ム は 終了 で す 。 お 互い の 点数 を 数 えま し ょ う 1 
上 の あい 人 が 時 ちと な り ま す ・ 介 点 が 月 き は 、 2 すす 


の は 拉 が 黒 が へ お く と ・・ 邊 は ⑨ へ 逃げ て も 
で き て いる よう 


に 見 えま す が . 


称 和 re @ Ag * こう な る 前 に 、 は ② 
ば 白 の 石 を 取れ ます 、。 に を お いて 境界 線 を 
境 人 線 を 破り まし た | "で 


図 (⑥ また 、 相手 の 陣地 の よう に 見 えて も 、 圭 を お く こ と で 答 の 若 を 取れ る と と も あり ます 。 


図 ⑥ も 、 境 界 線 が 黒 が の へ ぁ < と の の eg へ な ん と 白 は 次 に 全部 こう な る 前 に 、 白 は 

で き て いる よう に 3 個 が 取ら れ そ う で す お いて も 取ら れ て し まい ます の ② ) に 石 を お いて 障 地 

見 えま す が ・ を 守る 必要 が あり ます 。 
バス を する 前 に 、 若 を お く と ころ が な いか が よ く 探 し て みよ う ! 

【 慮 数 に な ら な いと ころ 】 

ーー ム が 終わ っ だ どき 、。 も し 黒 ・ ・ 白 の ど ち ら に も 

囲 われ て いな いと こ ころ が あっ た ら 、 そ こ は ど ちら 

の 点数 に も 数 えま せん 。 





ら みな いし 。 と 。 と << ベ っ ] 2 
の 画 点数 の 数 え 方 VSE コウ : * 石 を 取る 特別 な ルー リル 半 還 時 還 5 
男 @ は 、 ひと つの ゲー ム が 終わ っ た と ころ で す 。 お 互い の 点数 | 黄 草 に は 、 石 を 取る と き の 特 別 ル ー ル が も う ひ と つ あ り ま す 。 下 の 図 ⑭ を 見 て くだ さい 。 


図 ⑭ の 形 で 、 黒 が (① の 右 の 点 に 若 を お く と 、 ⑨ の 右 を 取る こと が で きま す 。 
! 
し し よう 8 演 点 委 を 数 える ポイ - ン 5 する と 、 こ ん ど は 自 が の の 若 を 取り せ る 果 に な っ て いま す 。 


者 も 選 こ で 白 が の の 若 を 取っ た ら 、 最初 の 図 ⑩ の 形 に も ど り 、 また 黒 が 折 の 大 を 取れ る 形 に な り ます 。 
この よう に 、 お 互い が 取り 合い つづ ける と と が で きる 形 を 「 コ ウ 」 と いい ます 。 

















失 の に 取り 天 さ れ た 舌 に つい て ] 

四 ⑩ で 、 の の 大 の 若 食 (x の と ころ ) は 、 黒 の 右 を お け な いと ころ で す 。 
黒 が お く と 、 上 下 左右 が 全て 囲ま れ て し まう か ら で す 。 この 場合 、 の の 右 は 白 の 陣地 の 中 に 
取り 残さ れ た と と に な り ま す 。 「 取 り 残さ れ た 右 」 は 、 一 - ム 中 に 自 が xX の と と ろ に お いて の 
の 石 を 取る 必要 は あり ませ ん 。 ゲー ム が 終わ っ た と き に 前 か ら 取り 、 他 の ゲー ム 中 に 取ら れ た 6 
石 と いっ し ょ に し て くだ さい 。 

また 、 押 仙 に は 取れ る の が も か ら ぞ いる 知 も T 吉 り 半 され た に 刀 り 表す 。 


| ウ 」 の 江 に な っ た と き に 、 お 怠 い が 石 の 取り 合い を 
つづ け て し まう と 、 ゲ ー ム が 終わ り ま せん 。 

そこ で 、 「 コ ウ 」 で 石 を 取ら れ た と き は 、 その すぐ あと の 
順番 で は 「 コ ウ 」 の 右 を 取り 返し て は いけ な い 、 の 
と いう ルー ル が あり ます 。 一 度 別 の と ころ へ お きま し ょ う 。 十 便 O 内 
※ ど ちら か が 、 も う 取 られ な いよ うに 石 を お いた ら 
















「 コ ウ 」 は な く な り ま す 。 ( 画 ⑮ 


欧 ⑪ で 、 .⑨ の 震 も 昌 の 位 白 は まだ Do 才 に き を い て 購 に 若 を お か れる と 、 


の 中 に 取り 残さ れ て いま す 。 お く こ と は で きま す が . . 最後 は 取ら れ て し まい ます 。 
この よう に 取ら れる の が わか っ て いる 右 は 、 実際 に 取ら れる まで お 師 い に 千 を お いて いく の を 省略 し て 、 ダーム を 
終了 し て か まい ませ ん 。 ゲー ム が 終わ っ た と き に 盤 か ら 取り 、 、 他 の ゲー ー ム 中 に 取ら れ た 石 と いっ し ょ に し て くだ さい 。 
* 取 り 理 さ れ て いる かど GT の 23 補 に 石 を お いて いっ て み ま し よう 。 





前 らら 、 の ゲー ー^NWcWKomcjeu っ し じ よ に し ます 。( 問 ) 
図 ⑫ LOeee TYP' 間 ト 馬 ルプ | ゲー ム 中 に 取ら れ た 石 と 、 





次 に 黒 も 別 の と ころ へ 白 は 「 コ ウ 」 の 右 を 度 は 、 黒 が すぐ に を 













DOO@ 取り 残さ れ た 右 を いっ し ょ に する お いた ら W 取る こと が で きま す ⑩① 2 5 
( a ' | に 

ある 黒 代 @ の 3 個 れ た 石 の 合 呈 「 

二 こ な 自 OO 拓 PWM 





ぼん めん 


「 コ ウ ] は 藤 曽 の 端 や 
角 で も 起こ り ま す 。 
形 を よく 見 て みよ う ! 







普 o 放 数 か 5、 noedlaes 


ント pc ます 。 存 ⑨ | ダーム 申 に 昌信 @ の 3 休 ] 
の 陣地 :^ の と ころ …8 点 、 取ら れ た 右 3 邊 IO⑥ ら 個 








ピ Ar に 二 科 け : os 、 語ら 9 ここ で 黒 が へ お いた ら 1 8 ② ざ へ お いた ら 、 
ニム | 白 の 陣地 : の と ころ …7 点 ^8 点 一 3 点 = ice ここ で 黒 が ⑩ へ お いた ら 、 ee この あと 白 が へ 
人 層 昌 の 人 貞一 9 吉 5 「 コ ウ ]」 は な く な り ます 「 コ ウ 」 は な く な り ま す 


白 の 得点 : ロフ 点 一 ら 点 = =5 点 本 
野 5 点 対 白 5 点 で 、 引き 分 け で す 。 





白 の 陣地 ー 上 を 黒 の 陣地 ※「 コウ 」 が 残っ た まま ゲー ム を 終わ り に し て は いけ ませ ん 。 「 コ ウ 」 が で きた ら 、 移 ず な く し て ゲー ム を 綴 し て くだ さい 。 | 
| | 





チャ レン ジ し て み ま し ょ う 。 遊び 方 は 「 ミ ニ ミ ニ 陣 基 と 同じ で す が 、 毅 面 が 広く な っ て 、 より 面白 く な り ま す 。 
また 、 囲 碁 も 、 将棋 と 同じ よう に 礼儀 や マナ ー ー が 大 切 で す 。 始 め る と き は お 宮 い に 向き合っ て 「 お 願い し ます 」 と 軽く 
gr げ CD ら ス ター ト し ます 。 ゲ ー ム が 終了 し た と き は 、 負け た 人 は いさ ぎ よ く 「 負 け ま し た 」 と 頭 を 下げ ば ましょ う 。 


だ い 


ゲー ム 台 、 ゲ ー ム シー ト 「 九 四 囲 碁 」 石 ら 個 


(< 画 ゲー ム の パ 人 ^O 0 了 ① 
に 世 目 回 還 
し AL 











① ゲ ー ム 台 を お き 、 そ の 上 に ゲー ムシ ー ト [ 九 基 」 を お さま す 。 
@⑥ 暮 石 を な ひと まとめ に し て 、 ゲ ー ム 台 の 横 に お きま す 。 g 
大 を お く と き は 、 こ の 山 か ら ひと つ ず つ 取 り ます 。 
⑨ ジ ャ ン ケ ン な ど で 、 どちら が 黒 右 の 苗 を 使う か 決め ます 。 
④ 図 の よう に 、 ゲ ー ムシ ー ト に 碁石 を 4 つ お きま す 。 

※ ゲ ー ム に な れ て きた ら 、 暮 石 を 4 つ お か ず に 、 お 互い 好き な 

と ころ か ら は じ め て み ま し ょ う 。 
※ 暮 石 を 全て 使 こ と は あま りあ り ませ ん が 、 も し ゲー ム の 宮中 で 非 生 が 無く な っ た ら 、 お 豆 い の 取っ た 石 か ら 同 じ 数 
ずつ 手元 に 戻し て ゲー ム を 続け て くだ さい 。 そ れ で も た りな U い 場合 は 、 将 棋 コ マ の 歩兵 ( 表 ウ ラ ) で 代用 し て くだ さい 。 





の ゲー ム の スタ ー ト ら 
ゲー ム の ルー ル は ミー ミー 向 養 」 と 向 じ で す 。 野 知 の 入 か ら 玩 に. 交互 に の 上 へ 自分 の 若 を お いて いさ ます 。 


に ミニ ミニー 陳 碁 」 で は 最初 か ら お 互い の 石 が くっ つい て いま し た が 、 「 九 路 碁 」 は 朋 面 が 広く な り 、 お 互い の 
石 も 最初 は 離れ て いま す 。 順 番 の は じ め の うち は 陣地 に な り そ うな と ころ を 広 く 半 お よう に 石 を お きま し ょ う 。 


と る の ピー 

ミニ ミー 閉 暮 」 より 盤 苗 が 広い 購 幕 で す 。 [ ミニ ミー 団 大 で 商 暮 の 遊び 方 を 覚え た ら 、 いよ いよ [迷路 囲 」 に 
| 

あま り 石 を くっ つけ ず に 、 少し 離し て お きま す 。 そ の あと 、 石 を 近づけ て いき 、 境界 線 を 作っ て いき ます 。 ( 図 @) 


! 


CM 


1 









宮 を < っ つけ て ⑨ に お い 少し 離し て ぷに お < と 、 
て や 隊 地 は 広がり ます か が 、 も っ と 陣地 が 広く な り ます 。 
L | 
Ll 
| は じ め の うち は お 互い 
| し 蘭 し て 生 を お いて 


織 な と ころ を 据 < 仙 ん で 
| | いき まし ょ う 。 





BE 5 
お いて いき 、 折 界 線 を 作っ て いき ます 。 





拉 界 線 の で き は じ め 














し ゅ うり ょ う _ 


ゲー ム の 終了 和 PR 


境界 線 が で き て 、 自分 の 石 を お く と ころ が も う 無い と 思っ た ら 、 バス を し ます 。 
も し 自分 が り ( ス を し て 、 その あと 相手 が どこ か に 石 を お いた ら 、 自分 も また 石 を お く と と が で きま す 。 


和 和 ea 





て ん すう とくべつ _- 、 還 EE* 要 中 『 プ 3 
統 b( の に 7 用 玉 当 用 目 最後 に 、 白 へ 6.5 点 の ボー ナス を た す 


半 暮 で は 黒 右 の 人 か ら 和 死に 若 を お いて いき ます が 、 死 に 若 を お く 分 、 黒 の 方 が 有利 で す 。 


どの くら い 有 利 か と いう と 、 点 数 に し て だ いた い 6.5 点 くら いと いわ れ て いま す 。 E 
な の で 、 ゲ ー ム が 終わ っ て 点数 を 数 える と き に 、 白 の 方 に 6.5 点 を た す と 、 ほぼ 平等 に な り ます 。 
九 中 囲碁 で は 、 最後 に 白 へ 6 .5 点 の ボー ナス を た し て 人 合計 得点 を 数 えて くだ さい 。 


※「 ミ ニ ミ ニ 半 募 」 は 盤 半 が 小さ い の で 、 白 に 6. .5 点 の ボー ナス は た し ませ ん 。 
きゅう ろ い と すう けい さん れい て ん まう 
[中 較 基 点数 計算 の 例 点数 に な ら な いと ころ 


SEc 6 個 
 。 


] 時 の 隊 地 ^… ら 0 点 








ご う けい と く て ん 


終わ っ た と ころ 和 上 を 数 えよ う 5 
の 2 個 と 〇 1 個 は 「 取 り 残さ れ た 石 」 で す 黒 の 得点 4^20 点 一 4 点 ー1 6 点 重 6 首 me. im 
白 の 勝ち で す ! ! 





自得 導 14 一 信 6 5 点 =18.5 点 


盟 暮 の ルー ル : 単 わ か りさ くい ん 
① 暮 石 は 、 線 と 線 が 交差 し た と ころ ( 点 ) に お く 
@ 黒 石 の 人 か ら 先 に 、 黒 白 交 互 に 角 の 上 へ 暮 石 を お いて いく ・・・・・・・・・・ 18 ペー ジ 
⑨ 相 手 の 石 の まわ り を 全て 自分 の 石 で 囲 お と 、 相 手 の 石 を 取る こと が で きる ・・・1 1 ペー ジ 
の ④ 自 分 の 石 の まわ り が 全て 囲ま れる と ころ に は 石 を お け な い ・ Ei ie 拓 5 か aaa 12 ペー ジ 
 @ 知 を お け な いと ころ で も 、 相手 の 石 を 取れ る な ら お ける ・ PH 
⑥「 コ ウ 」 は すぐ あと の 妥 番 で 相手 の 石 を 取り 返せ な い ・ 
の 隊 地 の 境界 線 を 作っ て 、 お 吾 い が バス を し た ら ゲ ー 。 寺 か 。 te 


で う けい 


合計 得点 の 多い 人 が 勝ち (点数 の 数 え 方 )・・・・・・・・・・・・・・・・・15、18 ペー ジ 


さん ろ ば ん じゅ うき ゅ うろ 


囲碁 は 、 も っ と 広い 底面 導 ぶ こと が で きま す 。 一 般 的 に は 、 九 店 磐 より 広い 盤面 と し て 十 三 牙 盤 - 定信 稀 な ど が 
了 売 され て いま す 。 角 面 が 広く な る ほど 難し く な り ます か その 分 も っ と 面白 く な っ て いさ ます 。 
10 彰人 eーs し た ら 、 Re 











自分 の リバ ー シ コ マ で 、 相 手 の リ バー シコ マ を は さん で ひっ くり 返し 、 


さい し ゅ う て 


最終 的 に 自分 の 色 の 枚数 の 多い ほう が 勝ち と な る ゲー ム で す 。 





ゲー ム 台 、 ゲ ー ム シー ト 「 リ バー シ 」、 
リバ ー シ コ マ (碁石 ) 64 個 


S じゅ ん び 
ゲー ム の 人 


① ゲ ー ム 台 を お き 、 そ の 上 に ゲー ムシ ー ト 「 リ バー シ 」 を お きま す 。 


② リ バー シコ マ (以下 、 コ マ ) を 38 個 ず つ に わけ 、 ど ちら が 自 コ マ に な る か 決 
め ま す 。 白 コ マ に な っ た 人 は コマ を お く と き に 、 か な ら ず 白色 を 上 に し て お き 
ます 。 も う 一 人 は 黒 コ マ に な り 、 同 じ よ うに コマ を お く と き は 、 か な ら ず 黒色 
を 上 に し て お きま す 。 

③ ゲ ー ム シー ト の 中 央 の 4 マス に コマ を 並べ ます 。( 図 ①) 

④ ジ ャ ン ケ ン な ど で 須 番 を 決め ます 。 

(の 。 レ 記 ヴ パ クレ を た 当 記 ))。。 。 。 め / 

①1 番 の 人 か ら 自 分 の コマ を 1 枚 お きま す 。 

⑨ コ マ を お ける 場所 は 、 相 手 の コマ を 自分 の コマ で は さめ る と ころ で す 。 は さ お の は 
タテ 、 ヨ コ 、 ナ ナメ の いずれ か で す 。 白 コマ を 先 に お く 場合 、 矢 印 の 4 ヶ所 が お く こ と 
が で きる マス で す 。 他 の マス に 白 コ マ を お く こ と は で きま せん 。( 図 @) 

③ コ マ を お いて 相手 の コマ を は さん だ ら 、 は さん だ 相手 の コマ を ひっ くり 返し ます 。 
コマ は 、 つ な が っ て 革 ん で いれ ば 全て は さむ こと が で きま す 。 
また 、1 枚 の コマ を お く こ と で 、 タ テ 、 ヨ コ 、 ナ ナメ の いずれ か 
で 相手 の コマ を は さめ た ら 、 は さん だ 相手 の コマ は 全部 ひっ 
くり 返し ます 。( 図 ③) 

④ ど うし て も 相手 の コマ を は さめ な いと き は 、「 パ ス 」 と いっ て 、 
コマ を お か ず に 相手 に 順番 が うつ り ま す 。 

※「 パ ス 」 が 続い て 、 相 手 の コ マ が 足り な く な っ た と き は 、 自 分 の 
コマ を 相手 に わた さ な け れ ば な り ま せん 。 

※ 相 手 の コ マ を は さめ る と き は 、「 パ ス 」 を する こと は で きま せん 。 

⑮8 人 と も コマ が な く な る か 、2 人 と も 「 バ パス 」 と な っ た ら 、 ゲ ー ム は 終わ り で す 。 
ゲー ムシ ー ト 上 の 自分 の コマ を 数 えて 、 多 い ほ う が 勝 ちと な り ます 。 


放っ まっ の 
















WM - さ 1 

勝つ た め の コ ツ 
〇 は 勝つ た め に 一 番 必 要 な 場所 で す 。 〇 は その 次 に いい 場所 、@ は 3 療 自 に 
いい 場所 で す 。 逆 に X は 悪い 場所 、 へ は その 次 に 悪い 場所 で す 。( 図 ④) 
な る べく 自分 は つや 〇 に 、 相 手 に は X や へ に お か せる よう 、 工 夫 し て み ま し ょ う 。 


⑤ 





lil vv 人 肖 













リル ボー ュ ン シン / パ スッ bl 


「 歩 評 ] か ら ス ター ト し て 、 リ バー シコ マ を ウラ 返し な が ら 「 と 釜 」 5 
まで 進め る 、 ひ と ふ で 書き の よう な バズ ル で す 。 人 
ゲー ム 台 、 ゲ ー ム シー ト 「 リ バー シバ ズル 」、 
- リバー シコ マ ( 碁 石 )4 ら 個 、 歩 詞 コ マ 8 枚 
ゲー ム の 準備 と スタ ー ト 
① ゲ ー ム 台 を お き 、 そ の 上 に ゲー ムシ ー ト 「 リ バー シバ ズル 」 を お きま す 。 | 

⑨ ゲ ー ム シー ト に 描か れ て いる 「 例 」 と 同じ に な る よう に 、 歩 詞 コ マ と リバ ー シ コマ を 普 
べ ま す 。 リ バー シコ マ は オモ テ 面 が 白 に な る よう に 並べ ます 。 

@ 最 初 に 「 歩 兵 ] を ウラ 返し ます 。 そ し て 隣り に ある リバ パー シコ マ を 黒色 が 上 に な る よう 
に ウラ 返し ます 。 リ パー シコ マ が ある マス 自 に 沿っ て 、 タ テ ・ ヨ コ に 進み な が ら 、 
どん どん リバ パー シコ マ を ウラ 返し て いき ます 。( 図 ①) 

④ 全 て の リバ パー シコ マ を ウラ 返し て 、 最 後に 「 と 金 」 を 「 歩 記 ] に 没 す こと が で きれ ば 、 
正解 で す 。 空 白 の マス を 進ん だ り 、 一 度 ウ ラ 返 し た リバ ー シ コ マ を も う 一 度 オ モテ に 
向け た りす る こと は で きま せん 。 また 、 ウ ラ 返 し て いな い リ バー シコ マ が あっ て も 正 
解 に は な り ませ ん 。( 図 @) 

⑥「 例 」 で パズル の や り 方 が わか っ た ら 、 ゲ ー ム シー ト に 描か われ て いる 4 つの 前 題 を 解き 
まし ょ う 。 そ の あと は 、 下 の 問題 に も 、 挑 戦 し て み ま し ょ う 。 | 

※ ら 1 ペー ジ に 脚 符 が あり ます 。 他 に も 替え が ある 場合 が あり ます の で 、 自 分 で 探し て み ま し ょ う 。 


3 だ い 


リバ ー シ バ ズル バズ ル 問 題 還 還 還 * ぷ 







と 開 で 中 







ご 〇 細 融 
ら さ び 
ら 向 
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ど 沖 で 中 


・ 〇 画 加 | 一 で 2 で : 
@ 績 器 中 一 


ご 2 で :@ 細 器 | 一 で 2 で : 
@ 柄 回 || 一 > で : G 画 器 
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も ん だ い か い と う 


ぐ の 軸 リバ ー シ バ スル TOM 


DD も く 7 へ 


1 ミ Pe: 。。 店 に と 1 の 


始 )・2 入 削 





ーー = も だ い 
| に の 


ッ ー ム シー ト 拉 ルベル 1 | ダー ムシ ー ト 剛 LM1 川 ダー ムシ ー ト 六 : Pk2 





交互 に 暮 石 を お いて いき 、 タ テ ・ ヨ コ ・ ナ ナメ の どれ か に 4 コ 並べ る と 勝ち と な る ゲー ム で す 。 


じゅ ん び 
ゲー ム の 準備 | 


① ゲ ー ー ム 台 を お き 、 その 上 に ゲー ムシ ー ト 「 四 自 並 べ 」 を お きま す 。 

@ 非 石 (以下 、 石 )/ を ひと まとめ に し で 、 ゲー ム 台 の 前 に お きま す 。 
石 を お く と き は 、 この 山 か ら ひと つ ず つ 取 り ま す 。 

⑨ プ レイ ヤー は ゲー ム 台 の 前 に ら 人 並ん で 座り ます 。( 図 ①) 

④⑳ ジ ャ ン ケ ン な ど で 順 番 を 決め ます 。 先 手 は 黒色 と な り 、 石 を お 
く と き に 、 か な ら ず 黒色 を 上 に し て お きま す 。 も う 一 人 は 後手 
と な り 、 、 石 を お く と き は 、 か な ら ず 白色 を 上 に し て お きま す 。 
石 は 、 線 と 線 が 交差 し た と ころ ( 点 ) に お きま す 。 








も ん だ い 


問題 ③: レベ ル し 1 


も ん だ い 


が レベ ル 1 





ゲー ム の スタ ー ト ピ と 
① 先 手 の 一 手 目 は 、 ゲー ー ム シー ト の 一 番 下 の 、 線 と 線 が 交差 し た 点 に お きま す 。 一 番 下 の 点 で あれ ば 、 全 に に 
お いて も か まい ませ ん 。 (の ) 
@ 後 手 の 一 手 目 は ゲー ー ム ルルー ト の 一 番 下 か 、 また は 一 手 目 の 石 の すぐ 上 の 点 に お きま す 。( 現 ) 
この よう に 、 ゲ ー ー ム シー ト の 下 側 か ら 点 を 語 きめ て 石 を お いて いき ます 。 下 の 点 が あく よう に 石 を お いて は 
いけ ませ ん 。( 図 ④) 
③ 交 紀 に 石 を お いて いき 、 最 初 に タテ ・ ミー We し ナナ メ の どれ か に 自分 の 大 を 4 コ つ な げ て そろ えた 人 が 
勝ち で す 。( 図 @) 
※ 全 て の 石 を お いて も 勝敗 が つか な いと き は 、 引 き 分 け と な り ま す 。 








| | 問題 ⑫: 
LR 人 





仙 に も 答え が ある 場合 が あり ます 。 自分 で 控 し て み ま し ょ う 。 ーー は JC ' 中 8 
な れ て きた ら 、 自 分 で パズル を 考え て 他 の 人 に 問題 を 出し て みよ う ! 一 番 下 の 点 に お きま す 一 番 下 か 、 すでに お いて 交 和 に 、 下 か ら 詰め る よう 則 コ 並 べた 


っ 党 し い に 前 を 出し 全う の も 半 昌 いよ | ある 右 の 上 の 点 に お きま す に 名 を お いて いき ます 人 の 勝ち ! ゆ 























ちゅ うき ゅ う へ ん ふた り よう 
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RE _ だい 3 ご も く な ら 60 - 3 本 
ゲー ム 台 、 ゲ ー ム シー ト 「 五 目 べ 」、 慕 石 フ ら 個 





じゅ ん び 
と ゲーム の 9 


① ゲ ー ム 台 を お き 、 その 上 に ゲー ムシ ー ト 「 五 目 並べ ペ 」 を お きま す 。 2 
@ 暮 石 (以下 、 石 ) を ひと まとめ に し て 、 の = ム 台 の 横 に お きま す 。 

石 を お く と き は 、 この 山 か ら ひと つ ず つ 取り ます 。 
⑨ ジ ャ ン ケ ン な ど で 順 基 を 決め ます 。 先手 は 黒色 と な り 、 石 を お く と き に 、 

か な ら ず 黒色 を 上 に し て お きま す 。 も う 一 人 は 後手 と な り 、 

石 を お く と き は 、 か な ら ず 白色 を 上 に し て お きま す 。 


ゲー ム の スタ ー ae 


① 発 手 の 一 手 目 は 、 線 が 交差 され た ゲー ムシ ー ト 図 
中 央 の 場所 に お きま す 。 
後手 の 一 手 目 は 、 ① の 石 の と な り に お きま す 。 8 

並べ る 方 向 は 、 ヨコ ・ ・ ナ ナメ の どの 方 向 で も 

が まい ませ ん 。 ( 図 ① 
③ 先 手 の 二手 目 以降 は 、 どこ に 石 を お いて も か まい ませ ん 。 

こう し て 交互 に 空い て いる 場所 に 石 を お いて いさ 、 

タデ < ヨコ ・ ナナ メ の いずれ か に 、 相手 より 先 に 自分 の 石 を 5 コ 
連続 し て 並べ る ( 五 連 ) が で きれ ば 勝ち で す 。 

全て の 石 を お いて も 勝敗 が つか な いと き は 引き 分 け と な り ま す 。 











直文 太 (中 紋 編 )・2 人 用 | 





高度 な ルー ル の 五目 並べ 「 連 珠 」 SPPiefeamespaeo 


五目 並べ は 先手 が と て も 有利 な ゲー ム で す 。 その た め 、 五目 並べ の ルー ル に 3 菩 じ 手 を つけ 加え て 、 
先手 ・ 後手 の 強 さ の パラ ンス を と っ た ゲー ー ム 「 間 只 」 が あり ます 。 

先手 は 禁じ 手 を 打 た され る と 負け な の で 、 後手 は 相手 に 禁じ 手 を させ る よう に ゲー ム を 進め る の が 
ポイ ント で す 。 [ 連 珠 」 は この 禁じ 手 を めぐ っ て の 争い が と て も 面白 い ゲ ー ム で す 。 





G① 洛 び 方 は 、 [五目 並べ 」 と 骨 じ で す 。 
⑨ 死 手 に は 9 種類 の 禁じ 手 が あり 、 、 こ れ を する と 負け と な り ます 。 
三 三 林 」…3 コ の 石 が 連続 し て 並ん だ 状態 ( 三 轄 ) を 同時 に ら つ 以上 作る 。 ( 秒 ⑧) 


「 四 相 禁 」…4 コ の 科 作 が 穫 全 和 ) ま 秩 に あっ 9 PE る 。( 図 ③) 


※ 四 連 と 三 連 を 同時 に 作る 、「 四 三 」 は 禁じ 手 で は あり ませ ん 。 
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( 負 に 倫 を 打っ と 芯 較 
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後手 に は 義 じ 手 は あり ませ ん 。 
※ 後 手 が 「 最 連 ] を 打っ た 場 き 、 皇 造 と みな され て 募 5 と な り ます 。 
* 桂 じ 手 と 「 了 宇 」 か 同時 に 起こ る 場合 、 当 じ 手 が 発 され ます 。 
「 三 三 」 と 「 西 三 」、「 相 四 」 と 「 西 三 、 叶 」 と [ 生 」 の 組み 合わ せ は 全て 義 じ 手 が 作 売 され る の で 、 
先手 が 打 た され る と 負け と な り ま す 。 
五 連 と 禁じ 手 が 同 時 に 起こ る 場合 は 、 石 直 が 人 先 され る の で 、 禁じ 手 が あ っ て も 五 連 を 作っ た 先手 


の 勝ち と な り ます 。 








ミ 7 ビ キ エン 人 推理 ゲニ 計 巡 . 由 


な い よう 





ミ て 。 。 なら し ょ う ぎ まい | ee ず < え エ ノン ビ セル た 、 
相手 が 蘭 べ た 特 棋 コ マ 4 枚 を 、 で きる だ け 曲 く 全て ルン て も 5 て 
当て る こと が で きれ ば 勝ち と な る 推理 ゲー ム で す 。 9 いひ で し 束 


で ふ 





ゲー ム 台 、 ゲ ー ム シー ト 「 ミ チビ キ エ ン ゼル 推理 ゲー ム 」 、 6 


ぎん けい きょう か く 選 いし 


特 根 コマ ( 王 、 飛 、 角 、 釜 、 銀 、 桂 、 害 ) 各 1 枚 、 暮 大 56 個 


じゅ ん び car 
ゲー 
① ゲ ー ム を お き 、 そ の 上 に ゲー ムシ ー ト 

「 ミ チビ キ エ ン ゼル 推理 ゲー ム 」 を お きま す 。 





⑨ ジ ャ ン ケ ン な ど で どちら が 商 呈 を 出す 人 
(ドラ えも ん チー ム ) に な る か 決め ます 。 
も う 一 人 の 方 は 問題 に 答え る 人 
(の び 太 チー ム ) と な り ま す 。 


機 に お きま す 。( 皿 ①) 





けい きょう 


〈⑳ 将 根 コ マ ( 王 、 飛 、 角 金 、 銀 に 客 )7 才 の う 5 
好き だ 将棋 コマ 4 枚 を 取り 、 相手 に 見 えな い 
よう に ゲー ム 台 は の 下 に 、 左 か ら 右 へ 、 位 の 価 い 
コマ か ら 順 療 に 並べ ます 。( 現 @) 
この と き 、 ど の 将棋 コマ を 選ん だ の か は 、 の び 太 
チー ム に は わか ら な いよ うに し ます 。 


TA 症 還 7< 0 
位 の 低い コマ 本 








に W 


暖 ケ ー ム の スッ ー ト 時 SPRY 


① の び テ ー 結 ト CT ー ム の 並べ た 


いっ か し 


自生 の 位 和書 4 個 を 四半 を 上 に 1 し て 
お き ます 。( 図 ③) 





③ の び 太 チー ム は 、 解答 欄 の 非 石 を 見 て 、 
ドラ えも ん チー - ム が どの 和 将 根 コ マ を 並べ た 


し ろ いろ 


か を 推測 し 、 回 戦 の 位置 に 碁石 を 白色 を 上 
に し て 並べ ま す 。 ( 図 ⑤) 


ンー 
本 テ チー メ 


固 四則 問 骨 司 | 5 ae 6 


きこ 富 い 23 Sr9Octoa2。 


錠 3) は 
| 重 販 = ま ュ 





⑨ の び 太 チー ム と ドラ えも ん チー ム を 
交代 し て 、 同 じ よう に 好き な 特 根 コ マ 
を 4 板取 り 、Q①-④ を 行い ます 。 

⑥ で きる だ け 早 い 回 戦 で 順番 を 当て る 
こと が で きた 人 の 勝ち で す 。 





② ド ラ え も ん チー ー ム は お か れ た 革 を 貞 て 、 
自分 の 並べ た 将棋 コマ と 当たっ て いる 個数 
だ け 、 解答 机 に 碁石 の 黒色 を 上 に し て 並べ 
ます 。( 図 ④) 


8Pent 


4. 二 は | に し: 
生 策 | 思 生 


ーー 上 = 幸 ド ビビ | で テテ こ の 
is 配下 軸 本 可 下 ギ : 本 村 * や 本 


④ こ れ を 繰り 返し 、 の び 太 チー ム が ドラ えも ん 
チー ム の 並べ た 棋 コマ の 順番 を 、 人 何 回 戦 で 
当て た か 覚え て お きま す 。( 図 ⑥ 
※ 七 回 戦 で も 当て られ な か っ た 場合 は 、 
そこ で 終了 と な り ま す 。 








よん か い せん 





Fa ひみ つっ 道具 カー ド 1 6 枚 、 








和 PARHPMhe ] 
妥 
全て の お き ば に 図 ① 


[ひみ つ 追 具 す ころ く 」 を お きま す 。 二 
@② ひ みつ 道具 カー ド 16 枚 を よく まぜ て 、「 ひ みつ 道具 
カー ド お さき ば 」 へ 裏 向き に ら 枚 ずつ お きま す 。( 図 ①) 
⑨ ジ ャ ン ケン な ど で 随 番 を 決め 、「 王 「 角 」「 金 」「 銀 」 か ら 
好き な コマ を 選び 、 そ の コマ が か いて ある スタ ー ト 

の マス に お きま す 。 


ゲー ム の スタ ー ト 半生 


Q① 1 番 の 人 か ら 、 暮 石 を 6 個 持 っ て 振り ます 。 黒石 が 出 た 数 だ け 自 分 の コマ を 時 計 回 り で 進め ます 。 
⑧「 ひ みつ っ 道具 カー ド 」 が お いて ある マス に と まっ た ら 、 そ の 「 ひ みつ 道具 カー ド 」 を 手 に 入れ ます 。 
ひみ つ 道 具 の か いて ある 面 が 見 える よう に 自分 の 前 へ 並べ て お きま す 。 
⑧「 ひ みつ 道具 カー ド 」 が な い マ ス に と まっ た ら 、 そ の マス に か いて ある 指示 に 従い ます 。 
「 ひ みっ 道具 カー ド お き ば 」 の マス も 、 ひ みつ 道具 カー ド が ら 枚 と も な く な っ た あと に と まっ た ら 、 
か いて ある 指示 に 従い ます 。 
④⑥ ゲ ー ム シー ト の 上 に ある 最後 の ひみ つ 道具 カー ド が 取ら れ た ら 、 ゲ ー ー ム 終了 で す 。 
取っ た ひみ つっ 道具 カー ド の 右上 に か いて ある 上 数 の 合計 が 一 番 多い 人 が 勝ち で す 。 ( 図 @) 
※「 ネ ズ ミ 」 は マイ ナス 点 の カー ド で す 。 : 合計 か ら その 点数 を 引い て くだ さい 。 
還 ar ea 6 個 全 部 が 白石 だ っ た ら 、 自 分 の 持っ て いる ひみ つ 道具 カー ド と 
れ か の 持っ て いる ひみ つ 道 具 カー ド を 全部 交換 する こと が で きま す 。 
人 XRKGL (上 MURA 
※「 ム ー ド も りあ げ 和 団 「 フ エル き ラ ー」 で コマ を 進め た と き は 、 
進ん だ 先 の マス の 指示 に も 従い ます 。 
ひみ つ 道 具 カー ドド が お いて あれ ば も ら えま す 。 
※「 ブ ッ ツブ プッ 交換 機 ] は 、 自分 と 他 の 人 の コマ の 場所 を 交換 し て 終了 で す 。 
移動 し た 先 の マス の 指示 に は 従い ませ ん 。 


| 自分 の コマ 1 角 を 、 別 の 坦 記 へ 』 
| 由 型 か すこ と が で きる 。 





具 9: な ろく m 文 ( 初 撤 和 ) 2 入 こ 人骨 








ムー ィ kee: MM 


PT TVRPPBr rep 
ひみ つ 道 具 カ ー ド 1 6 枚 、 碁 石 個 x 人 数 分 
、 画 ゲ ケー ム の 準備 還 還 昌 EE ) | 放 ws 折 
① ゲ ー ム 台 を お き 、 そ の 上 に ゲー ムシ ー ト 「 ひ みつ 追 具 ゲッ ト ! 青色 の お き ば に 過 補 
ゲー ム 」 を お きま す 。 ・ 
② ひ みつ 人 道具 カー ド 16 枚 を よく まぜ て 、 ら か 所 の 表 色 の 「 ひ みつ 道具 
カー ド お き ば 」 へ 裏 向き に 8 枚 ずつ お いて 山 札 に し ます 。( 現 ①) 
③ 各 プレ イヤ ー に 碁石 を 18 個 ずつ 配り ます 。 


の 環 ゲー ム の スタ ー 、 PRaaaPaKRzSexsapeazesssssx 


① ひ と つめ の 山 札 か ら 1 枚 カー ー ド を めく っ て 、 且 に ある ピン ク 色 の 
「 ひ みつ 道具 カー ド お き ば 」 へ 表向き に お きま す 。 ( 図 @) 
@② 間 プレ イヤ ー は 出 た カー ー ド を 見 て 、 手持 ちか ら 何 個 の 暮 石 を 出す か 決め 、 


右手 に 握り ます 。 

右手 を 前 に 出し 、 合 図 で 同時 に 開き ます 。 

※ 出 す 慕 石 の 数 は 0 個 で も か まい ませ ん 。 こ の 場合 、 基 厨 を 撮ら ず に 
右手 を 出し ます 。 

一 鞭 多 い 数 の 暮 知 を 由 し た 入 か 、 う 今回 の ひみ つ 道 具 を ゲッ ト し ます 。 
た だ し 一 番 多 く 出し た 人 が 重なっ た 場合 き 、 そ の 人 同士 は 相打ち に な り 、 
次 に 多く 出し た 人 が カー ド を ゲッ ト し ます 。 
⑳ 手 に 拉 っ て 出し た 碁 石 の 数 か 、 A さ ん 3 個 、 B さ ん 3 個 、 C さ ん 1 個 、D さ ん 3 個 で し た 。 

A さ ん 、B さ ん 、 D さ ん は 相打ち に な り 、 C さ ん が 久 回 の カー ド を 手 に 入れ ます 。 
※ 次 に 多く 出し た 人 も 重なっ た 場合 き 、 ま た は 全員 か 同じ 数 の 暮 大 を 出し た 場合 は 、 
その カー ド は 次 回 へ 持ち 越し に な り ます 。 そ の 次 の カー ー ド を めく り 、 合 わせ て ら 枚 の 
カー ー ド を か け て 非 石 を 撮っ て 勝負 し ます 。 
※ マ イナ ス 点 の カー ー ド を 取っ た ら 、 す ぐに 他 の プレ イヤ ー へ 押し 付け る こと が で きま す 。 
※ 直 石 は 使い 捨て で す 。 途 中 で 暮 生 を 全部 使っ て し まっ た ら 、 その あと は 0 個 を 出し 続け ます 。 











⑤ 〇 ①ー の を 繰り 返し ます 。 ひ と つめ の 山 札 が 5 無く な っ た ら 、 各 プ レイ ヤー の 手持 ち が 1 8 個 に な る よう 


碁石 配り 直し ます 。 そ の 後 、 ふた つめ の 山 札 を 同 じ よ うに プレ イ し ます 。 


⑥ ふ た つめ の 山 札 が 無く な っ た ら ゲー ム 終了 で す 。 


ゲッ ト し た ひみ つ 道 具 カ ー ー ド の 右上 に か いて ある 上 数 の 台 計 が 一 番 多 い 人 が 里 ち で す 。 
二 に お 〈 ミ 」 は マイ ナス 点 の カー ド で す 。 合 3 計 か ら そ の 店 数 を 引い て くだ さい 。 
※ 各 山 札 の 最 後 の カ ー ー ド が 持ち 越し に な っ た ら 、 その カー ド は ゲー ム か ら 取 り 除き ます 。 誰 の 得点 に 
も な り ま せん 。 その 前 か ら の 持ち 越し カー ド が あれ ば 、 それ も 含め て 取り 除き ま す 。 oe 
※ 手 持ち の 碁石 は 、 人 何 個 残 っ て いる か 他 の 人 に わか ら な いよ う 、 何 か で 隠し て お く と よい で し ょ う 。 





ぐ ここ 半 
9 = の : み : 道上 : 溢 : 根 計 wxxxdEWb 
ひみ つ 作 貞 を 合 っ て 失 頂 で す 。 基本 ルー ル は 和 将 根 と 同 じ で す が 、 
りか 


持 横 コマ ス 0 才 、 ひみ つっ 道具 カー ド 1 析 


て > 





2 っ 


還 E 人 L2 ん ト に 、 





6 TTPEYY 。 


の 当 ゲー ム の 準備 ーー nt が 】 





、 そ の 上 に ゲー ムシ ー ト 「 ひ みつ 道具 折 根 」 を お きま す 。 5 


テ 


① ゲ ー ム 台 を お き 

⑨ ひ みつ 道具 カー ー ド を よく まぜ て 、 各 プレ イヤ ー に 3 枚 ず つ 配 り ま す 。 
各 プ レイ ヤー は それ ぞ れ 配ら れ た ひみ つ 道 具 カー ー ド の 内 容 を 確認 し て 、 裏 向き に 自分 の 前 に お いて お きま す 。 
残 D の O み つ 道 上 カー 時 谷 の 機 に お 出札 に し ます 。 


っ 人 っ 公 ン 


Cm ケー ム の スタ ー ト 国人 GRSER5aagey 寺 gi 


ご どき : が か 。 


① 自 分 の 央 半 が きた ら 、 最 初 に ひみ つ 道具 カー ド を 使う か どう か を 決め ます 。 カ ー ド を 出し た ら 、 書 か れ て いる % 果 
に 締 い ます 。 詳 し く は 30 ペ ー ジ の 説明 を 見 て くだ さい 。 
※ ひ みつ 道具 カー ー ド を 使っ た 順番 で 王 ・ ・ 玉 コマ を 取っ て は いけ ませ ん 。 王 手 は OK で す 。 

④ そ の ほか の ルー ル は 「 特 棋 」 と 同じ で す 。 交 互 に コマ を 動か し て いき 、 ど ちら か が 王手 を し て 、 も う 一 方 が その 王手 


で な く な る と 時 ちと な り ます 。 2 on 

還 還 軒 ぐ 7 の: ラ ) 道 只 i 囲 , 暑 証 文 文 文 (上 引 編 ).2 和 用 

ひみ っ 全員 な 知っ て 区 商 基 で す 間 償 ル ー ル は 半身 じ で すか が 、 タイ 

ミン グ よ く ひ みっ 道具 を 出す こと で 、 ゲー ム を 有利 に 進め る こと が で きま す 。 
用 意 ら する も の ゲー ム 台 、 ゲー ムシ ー ト 「 ひ みつ 道具 囲碁 」、 碁石 フ g 個 、 

び ひみつ 道具 カ ー ド ]1 6 枚 


2 | ゲー ム の 準備 IDREREBENESRNSR や 


① ゲ ー ム 台 を お き 、 その 上 に ゲー ムシ ー ト 「 ひ みつ 道具 岡 碁 」 を お きま す 。 

⑨ ひ みつ 道具 上 カー ド を よく まぜ て 、 各 プ レイ ヤー に 3 枚 ずつ 配り ます o 
各 ブレ イ ヤー は それ ぞ れ 配ら れ た ひみ つ 道 具 カ ー ー ド の 内 容 を 確認 し て 、 裏 向き に 自分 の 前 に お いて お きま す 。 
残り の ひみ つっ 道具 ガー ド は 、 まとめ て 裏 向き に ゲー ム 台 3 の 横 に お き 、 山 札 に し ます 。 

③ そ の ほか の 準備 は 「 九 踏 囲碁 」 と 同じ で す 。] フ ベ ー ジ を みて 準備 を し て くだ さい 。 


ゲー ム の スタ ー ーー 


邊 の 層 午 か きた ら 、 野 物 C ひ みっ 呈 具 カ ー ド を 使う か どう か を 決め ます 。 カ ー ド を 出し た ら 、 書 か れ て いる 効果 
に 従い ます 。 詳 し く は 30 ペ ー ジ の 説明 を 見 て くだ さい 。 


わ ちょう ご 


その ほか の ルー ル は 「 財 」 と 同じ で す 。 ゲ ー ム 終了 点数 の 多い 方 が 勝ち と な り ます 。 


で ーー ツジ = ノ ie じょう きゅう へ ル ふた り よう 
SD ひみ ら 道 9 具 り パー シ / 間 大 太 誠 (上 紋 編 )・2 人 用 
ひみ っ 道具 を 使っ て 遊ぶ り ) ーー ba パー シ と 同 じ で 
す が 、 ひみ つ 道 具 を うま く 使え ば 、 最 後 で 一 発 逆転 狙え ます 。 


ゲー ム 台 、 ゲー ム : 2 ト 「 ひ みつ 道具 リ バー シ 」、 上 
リバ ー シ コ マ (碁石 )64 個 、 び ひみつ 道具 カ ー ド 1 6 枚 


y レノ 


ペ 


ES 






























 《3 画 ゲー ム の 準備 PPP 


_① ゲ ー ム 台 を お き 、 そ の 上 に ゲー ムシ ー ト [ ひみ つ 人 道具 リ / パー シ 」 を お きま す 。 

、⑧ ひ みつ 道具 カー ドド を よく まぜ て 、 各 プ レイ ヤー に 3 枚 ず つ 配 り ま す 。 
各 ブ レイ ヤー は それ ぞ れ 配ら れ た ひみ つ 道 具 カ ー ー ド の 内 符 を 普 し て 、 義 向き に 自 人 の 前 に お いて お きま す 。 
残り の ひみ つ 道 具 カ ー ド は 、 まとめ て 裏 向 き に ゲー ム 台 の 横 に お き 、 山 札 に し ます 。 

_ その ほか の 準備 は [ リバ ー シ 」 と 同じ で す 。1 9 ペー ジ を みて 準備 を し て くだ さい 。 


本 ゲー ム の スタ ー ト 還 還 還 還 


' に TO ひみ つ 道 具 カー ド を 使う か どう か を 決め ます 。 ン ー ド を 出し た ら 、 書 書か れ て いる 効果 


に 従い ます 。 詳 し く は 下 の 説明 を 見 て くだ さい 。 
※ ひ みつ 道具 カー ド を 使っ た 順番 で 、 が m ムシ ー ト 上 の コマ を 全て 自分 の コマ に し て は いけ ませ ん 。 
② そ の ほか の ルー ル は 「 リ バー シ 」 と 同じ で す 。 ゲ ゲー ム 終 了 後 、 ゲー ムシ ー ト 上 の 自分 の コマ を 数 えて 、 
多い 方 が 勝ち と な り ます 。 





ひみ つ 道 PPT も PTY 


・ ひ みつ 道具 カー ド は 、 自分 の 遥 番 の 最初 に 使い ます 。 自 分 の 脂 番 が 終わ っ た あと に カー ー ド を 出す こと は で きま せん 。 

※「 ネ ズミ 」 の カー ド だ け は 、 相手 が ひみ つ 道具 カー ド を 出し て きた と き に 使い ます 。 

・ ひ みつ 道具 カー ド は 、 1 回 の 妥 番 で 1 枚 し か 出せ ませ ん 。 

(使っ た ひみ つ 道 上 カー ー ド は 捨て 札 と な り 、 ゲー ム 終 了 ま で 表向き に し て ゲー ー ム 台 の 横 に お いて お きま す 。 

に シド コミ 

【 タ イム マシ ン 】 【 タ イム ふろ し き 】…・ こ の カー ド を 出し た あと 、 自分 の 隊 短 を 2 回 続け て 行う こと が で きま す 。 

[も し も ボッ クス 】 [ミニ ドラ えも ん … 相 手 の ひ み つ 道具 カー ド を 裏 向き に 1 枚 引い て 、 自 分 の も の に で きま す 。 

相手 が カー ド を 持っ て いな い 場 合 は 、 出 和 か ら 1 衝 引い て くだ さい 。 

多面 お いて ある 自分 の コマ ・ ・ 石 1 個 を 、 別 の 場所 へ 動か すこ と が で きま す 。 

釜 に お いて ある 相手 の コマ * 石 1 但 を 、 別 の 場所 へ 動か すこ と が で きま す 。 

名 曽 に お いて ある 相手 の コマ ・ * 石 1 但 を 取る こと が で きま す 。 

将 模 の 場合 5、 自 分 の 持ち 航 に し ます ( 宝 、 王 コマ は 取れ ませ ん ) 。 

"リバ ー シ の 場合 は 、 散 の 橋 へ 戻し ます 。 

名 面 に お いて ある 自分 の コマ ・ - 石 1 個 を 、 他 の コマ ・ ・ 石 と 場所 を 

入れ 替え る こと が で きま す 。 閉 碁 の 場合 、 自 分 の 佑 ど うし を 入れ 甘え て も 同じ で す の で 、 

の 基 と 入れ 共 え まし ょ う 。 そ の 双 、 拍 手 の が 員 れ る 虹 に な っ だら 結 。 

相手 の 石 を 取り ます 。 リ バー シ の 場合 $、 入 れ 替 えた こと で 相手 の コマ を は さん だ ら 、 

は さん だ コマ を ひっ くり 返し ます 。 

・ 藤 面 に お いて ある 相手 の コマ ・ - 石 1 仙 を 自分 の も の に で きま す 。 移 横 の 場合 

その 場 で コマ の 向き を 皮 対 に し て 、 自分 の コマ に し て くだ さい 。 た だ し 玉 ・ 王 コマ は 

自分 の も の に で きま せん 。 全 昌 の 場合 \ は 、 そ の 場 で 右 を ひっ くり 返し て くだ さい 。 

その 結果 相手 の 右 が 取れ る 形 に な っ た ら 、 相手 の 石 を 取り ます 。 リ バー シ の 場合 も 、 

その 場 で コマ を ひっ くり 返し て くだ さい 。 そ の 弥 相 手 の コ マ を は さん だ ら 、 

は さん だ コマ を ひっ くり 退 し ます 。 

相手 が 出し て きた ひみ つ 道 具 カ ー ド を 無効 こし ます 。 カ ー ド は 捨て 礼 と な り 、 

相手 は 普通 に 順 器 を 行い ます 。 

【 タ イム マシ ン 】 【[ タ イム ふろ し き 】 【 ネ ズミ) 以外 の ひみ つ 道 具 カ ー ド は 、 カー ド の 効果 に 稲 っ た 後に 紀 け て 自 究 の 区 を 

1 回 行う こと が で きま す 。 5 

( 例 ) [空砲 を 出し て 、 相 手 の 飛 車 を 取り [持ち 調 」 に し まし た 。 そ の あと 、 自 分 の 憶 矢 と し て 持ち 前 の 藻 潮 を 骨 首 に 
打つ こと が で きま す 。 








【 ど こ で も ドア 】 [タケ コブ プ ター】….# 
【N・ S ワ ッ ペ ン 】 【 ミ チビ キ エ ン ゼ セル 】 ー 


くう き 


[空気 砲 】 【 こ ろば し 恒 】・ 


【 ア ラビ ン の ラン プ 】 【 ア ベ コ ン ベ 】 


た ろう じ る し 


了 宮 り よ は ハック] [ 計 部 還 の きび だ ん ご ]・ 


【 ネ ズミ 】‥……・……・ OK ミミ すす すす すす 





